
「永遠の贖いを成し遂げられた」       2026 年 09月 16日 

しかしキリストは、すでに実現している恵みの大祭司として来られました。人の手で造

られたのではない、すなわち、この世のものではない、もっと大きく、もっと完全な幕屋

を通り、雄山羊や若い雄牛の血によってではなく、ご自身の血によってただ一度聖所に入

り、永遠の贖いを成し遂げられたのです。雄山羊や雄牛の血、また雌牛の灰が、汚れた者

たちに振りかけられて、彼らを聖別し、その身を清めるとすれば、まして、永遠の霊によ

ってご自身を傷のない者として神に献げられたキリストの血は、私たちの良心を死んだ行

いから清め、生ける神に仕える者としないでしょうか。（ヘブライ 9:11 ～ 14） 

 

著者は、「最初の契約」即ち、レビの系統の祭司制度による地上の聖所と礼拝の規定の

下では、祭司たちによってどんな供え物やいけにえが献げられても、また、大祭司による

荘厳な贖いの儀式が行われても、礼拝する者の良心を完全に清め、救うことはできないと

説いた。天の聖所の雛型、影でしかないからである。既に、実現している恵みの大祭司と

してお出でになられたキリストは、人間の手で造られたのではない、この世のものではな

い完全な幕屋を通り、雄山羊や雄牛の血によらないで、ご自身の血によって、永遠の贖い

を成し遂げられた。もし、いけにえの動物の血や灰が汚れた者たちに振りかけられて、彼

らを聖なる者とし、その身を清めるとするならば、まして、永遠の霊によって、ご自身を

傷のないものとして神に献げられたキリストの血は、私たちの良心を死んだ業から清めて、

生ける神に仕える者としないはずはない。永遠の霊によって、死んだような人間から生き

る者としてくださった神に真の礼拝を捧げるようになる。 

聖書の記者たちは、多様な視点から、キリストによってもたらされた救いの恵みを表現

している。パウロの場合、「贖罪」という視点は極めて希薄で、「罪の赦し」「義とされ

る」「和解」という観点からの記述が圧倒的に多い。回心前のパウロは、キリスト者に迫

害を加え、死に至らしめていた。復活した主イエスに出会った時、それらの罪が赦されて

いる圧倒的な恵みを知らされた。神は義なる方であるから、罪とは結び合わない。罪を不

問にし、赦され、義なる者とされたから、神と結び合う和解を得るのである。だから「罪

の赦し」「義とされる」「和解」という言葉で、キリストの救いを捉えている。私は、ガ

ラテヤ書 2 章 16節の「しかし、人が義とされるのは、律法の行いによるのではなく、ただ

イエス・キリストの真実によるのだということを知って、私たちもキリスト・イエスを信

じました。これは、律法の行いによってではなく、キリストの真実によって義としていた

だくためです。なぜなら、律法の行いによっては、誰一人として義とされないからです」

という御言葉に救いを見出した。私がどんなダメな人間であれ、他人から何と言われよう

とも、ただ、キリストの真実、十字架と復活によって、私を「よし」「義」としてくださ

る「絶対的な生の肯定」が宣言されている。これを信じた時、生きる意味、生きることへ

の勇気が与えられた。私にとっての福音は、これ以外の何ものでもない。私の生を「よし」

と絶対的に肯定してくださったイエス・キリストの真実をひたすら信じ、語り、これを否

定する諸々の力に「否」を言い続けてきた。 

ヘブライ書の著者は、ユダヤ教の神殿祭儀の伝統を踏まえ、旧約聖書で規定された大祭

司の贖いの儀式を超越した、大祭司イエスご自身の血を献げた十字架による「贖い」「贖

罪」こそが真の救いであると力説している。 


